
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8000520004JJ/20120321

( 科目コード：8000520004JJ)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】応用物理 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

辻川 信二

【授業目標・教育方針】
振動現象・波動現象に関する理論の理解　（前期）
大学教養レベルの熱力学の理解　（後期）

【授業概要】
前期は、線形振動を元にして、波動がどのように伝播するかを詳しく講義する。
後期は、大学教養課程で学ぶレベルの熱力学についての講義を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
振動と波 長岡洋介 著 （裳華房）
物理入門コース 7. 熱力学 戸田 盛和 著 ( 岩波書店 )

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【メッセージ】
振動波動現象について正しく理解するためには、３年次に学んだ単振動の基礎知識の理解が不可欠です。微分方程式
の解き方も含めて、まずは単振動に関する理解を深めてください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：30%，その他：授業の達成度を測るために、適宜レポート課題
を出し、これを成績評価に加える．
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：30%，その他：授業の達成度を測るために、適宜レポート課題
を出し、これを成績評価に加える．

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力
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【授業計画】（授業名：応用物理 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 5 回 単振動、減衰振動、強制振動 ・単振動
・減衰振動
・強制振動

適宜レポートを提出す
る．

第 6 回～第 10 回 多自由度系の振動 ・簡単な連成振動
・鎖状につながれた質点の連成振動

適宜レポートを提出す
る．

第 11 回～第 15 回 一次元の波 ・連成振動の連続極限
・波動方程式の解
・フーリエ級数展開

適宜レポートを提出す
る．

第 16 回～第 17 回 熱力学第 0 法則 ・熱力学第 0 法則
・経験的温度
・理想気体と絶対温度

適宜レポートを提出す
る．

第 18 回～第 23 回 熱力学第 1 法則 ・熱の定義と内部エネルギー
・熱力学第 1 法則
・可逆変化と準静的変化
・状態量と微分形式
・比熱と気体の内部エネルギー
・理想気体の断熱変化

適宜レポートを提出す
る．

第 24 回～第 28 回 熱力学第 2 法則 ・熱機関の効率
・不可逆現象
・熱力学第 2 法則
・熱機関の効率と熱力学的絶対温度
・entropy
・Clausius の不等式と entropy 増大の法則

適宜レポートを提出す
る．

第 29 回～第 30 回 熱力学関数 ・自由エネルギー 適宜レポートを提出す
る．
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